
 
 
 
 
 
継続的に顧客ニーズを調査・観測し調査基準に反映することでサステナブルに市場ニーズに
合致した情報提供を進めてきたサクラクオリティが、2020 年に運⽤を開始した、防疫を含め
た安全管理プログラム（A Clean Practice 認証）の提供に続き、宿泊施設の SDGs に対する取
り組みが新たな顧客ニーズであるものと捉え、宿泊施設版 ESG 認証（An ESG Practice 認証）
を開始致しました。 
 
新型コロナウイルス感染症パンデミック起源の有⼒候補の⼀つとして、森林伐採とウイルス
脅威の関係を指摘する報告もみられる他、環境温暖化が新たなウイルス脅威に繋がる可能性
が指摘される等（氷塊や氷⼭に留められている未知のウイルスが放出される等）、⾃然環境保
全及び⽣物多様性の尊重は⼈類の喫緊の課題として認識されています。2015 年 9 ⽉の国連サ
ミットで採択された持続可能な発展という概念である「SDGs」をゴールとした企業体の⽇々
の取り組みを ESG といいます。 
 
An ESG Practice 認証基準は、2022 年 3 ⽉ 24 ⽇に⽶国 GSTC（Global Sustainable Tourism 
Council）から、国際的に持続可能な観光事業者として求められる基準に準拠したものとして、
基準の承認を得たものであり、認証された宿泊施設は、国内外の観光市場に対し、「安全で安
⼼、誠実（サクラクオリティ）」であり、且つ「国際的に求められる SDGs の取り組みを実践
する施設（An ESG Practice）」として弊会設置の An ESG Practice 第三者委員会より認証され
ることとなります。 
 
An ESG Practice 認証基準は、基準そのものが持続可能性管理システムとして機能するよう設
計されています。同基準は 172 項⽬、環境関連項⽬が約 68％、事業性関連項⽬が約 22％、社
会性関連項⽬が約 10％より構成されています。また、感染症拡⼤防⽌対策に関する項⽬を含
めた「必須項⽬」を 60 項⽬とし、その他、加点項⽬として「取り組むことが望まれる項⽬」
及び「⾼度な取り組みと評価される項⽬」が⽤意されています。 
 
認証では、これまで認証上使⽤してきた表象であり、花⾔葉で「精神の美」を意味する「サク
ラ」から、「永遠の愛」を意味し、希少な緑の桜である「御⾐⻩ザクラ」を採⽤しており、1 御
⾐⻩（ギョイコウ）ザクラから 5 御⾐⻩（ギョイコウ）ザクラまで 5 段階の認証を⾏います。
このように認証上の段階を設けることで、観光市場に対しより正確な情報を提供する他、宿
泊施設にとっては⻑期的な視点で、⾼度な取り組みが⽬指せるよう設計されています。 


